
関東経済産業局は、特定商取引法に関する法律の規定に基づき、寝具を
販売する訪問販売事業者である「株式会社ティーアールエス」（本社：群
馬県渋川市）に対し、行政処分（業務停止命令（6か月）及び指示）並び
に同社の代表取締等に対する業務禁止命令（6か月）を行ないました。
県内でも、同社による農協等の他団体名をかたり強引に契約させる等の

消費者被害が多数発生しており、各地域の消費生活センター等に相談が寄
せられています。

県内でも多数被害が発生しています

○「◇◇の紹介です」や「 ▲▲の委託で点検に来ました」等、

身に覚えのない話を鵜呑みにしてはいけません。

○来訪してきても、安易に家の中へ案内してはいけません。
勝手に家の中へ入ってきたり、長時間滞在し、しつこく勧誘してきたら
その場ですぐに警察へ通報しましょう。

○不要な勧誘は、きっぱり断りましょう。

《県内の事例》〇「農協です、布団の点検で訪問しています」と自宅に電
話があり「不要」と断ったが、勝手に訪ねてきて上がり込
んだ。布団に掃除機をかけ「ゴミがこんなにある、カバー
が焦げている。修理が必要だ」と言い、使用中の布団を勝
手に持ち去り、新しい布団を購入させられた。

〇「布団を買いましたね」と電話があり「布団ではなく、電気マッサージ
機を買った」と伝えると、「メーカーの委託で点検をしている」と言われ
たので、訪問を承諾した。マッサージ機に掃除機をかけ、「汚れているの
でマッサージ機に敷きパッドを敷いたほうが良い」と言われ購入させられ
た。

※新潟県は、消費者庁・関東経済産業局と合同で同社三条支店に対し立入検査を行いました

○商品を購入するとき、その場ですぐに契約をする必要はありません。
家族等に相談したり、本当に購入が必要か時間をおいて冷静に判断しま
しょう。

※関東経済産業局 報道発表資料 より
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「株式会社ティーアールエス」
に対する行政処分について

～ その商品、本当に必要ですか？ 購入手続きは慎重に ～

訪問販売業者



留守番電を活用！防犯機能付き電話で詐欺電話をブロック！

「キャッシュカードを預かります」
「通帳を預かります」

▶不審に思ったり、トラブルにあった場合は、
最寄りの消費生活センターや警察に相談しましょう。

注意喚起

《事 例》 金融機関職員を名乗る男から電話があり、暗証番号等、
預金取引に関する情報を聞かれ、教えてしまった。

〇「保険の割り戻しがある。通帳とキャッシュカードを
交換する必要がある」と言われ、金融機関情報や暗証番
号を教えてしまった。その後、男が自宅を訪れ、通帳と
キャッシュカードをだまし取られ、現金を引き出されて
しまった。

※新潟県警察本部ホームページ より

・消費者ホットライン １８８（最寄りの消費生活センター等につながります）

・警察相談専用電話 ＃9110（けいさつ相談室につながります）

い や や

「キャッシュカードや通帳を預かります」は詐欺です。
金融機関職員や警察官、行政職員が「キャッシュカードや通帳」を預か

ることはありません。また、暗証番号を聞かれても、教えてはいけません。

は詐欺です！



※厚生労働省 「熱中症予防のために」 より

扇風機やエアコンを適切に利用しましょう！

～熱中症は予防が大切～

「熱中症」とは、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水
分や塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内
に熱がこもった状態のことです。屋外だけでなく室内で何もしていない
ときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあ
ります。熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけ
ながら、周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

１ 暑さを避けましょう

熱中症予防のポイント

２ こまめに水分を補給しましょう

熱中症は室内でも発症します！



《扇風機の場合の主な経年劣化の予兆となる症状》

扇風機にも寿命があります！経年劣化の予兆、見逃していませんか？

〇暑さの感じ方は、人によって異なります
・その日の体調や暑さに対する慣れなどが影響します。
・体調の変化に気をつけましょう。

注意喚起

アドバイス

長期間使用している古い扇風機で
火災事故が発生しています！

自力で水が飲めない、意識がない場合はすぐに救急車を呼びましょう！

〇節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご注意ください
・気温や湿度の高い日には、無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコ
ンを使い熱中症を予防しましょう。

〇高齢者や子ども、障害者・障害児は、特に注意が必要です
・熱中症患者のおよそ半数は65歳以上の高齢者です。高齢者は
暑さや水分不足に対する感覚機能が低下しており、暑さに対するからだ
の調整機能も低下しているので、注意が必要です。
・子どもは体温の調節能力がまだ十分に発達していないので、気を配る
必要があります。
・のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分補給しましょう。暑さ
を感じなくても室温や外気温を測定し、扇風機やエアコンを使って温度
調整するよう心がけましょう。

※厚生労働省 「熱中症予防のために」 より

②

③ ④

①

異常を感じたら、直ちに使用を中止し、
電源を切り、コンセントから電源プラグを
抜きましょう。また、販売店やメーカー等
に相談し、必要に応じて買い替えを検討
しましょう。

家電製品にも寿命があります。扇風機の設計上の標準使用期間は10年
です。製造後、10年以上経過した製品をそのまま使用していると、部品
の経年劣化や損傷等が原因で発煙や発火の恐れがあり、注意が必要です。

※消費者庁 報道発表資料、経済産業省 注意喚起チラシ より


